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はじめに 
17 フランスの ラフ イ ッ 人は、 在もフランスの ならず日本でも く ま
れている『ク ーヴの 』の として 名だが、他に『 ン ン 公 人』『 ン
人』『 イー 』の 3 つの小説を している2。17 後 の 義を した文人たちや、 や
かな ン文化の 人物たちとの を して かれた文筆の は、周 から高く されて
いた3。ルイ 14 の であった ン ッ ・ ン ルテールが、 らの 経 を きとめ
るようラフ イ ッ 人に したのも、その を だからであり、『 ン ッ ・ ン
ルテール伝』4としてまとめられた。 
その執筆は 1660 年 から まっており、大 が『ク ーヴの 』執筆 前だと考 られ
る。ラフ イ ッ 人は『ク ーヴの 』 後の 1678 年 4 月 13 日 の の で、この
は「 の人々やその生活の を に したものだと います。小説じ たところは 一
つなく、小説というより、まさに記録です」5と ている。この時点で と 執筆を ていた
『 ン ッ ・ ン ルテール伝』が、『ク ーヴの 』に らかの を たと考 ること
は ではない。この を に れながら、本論考では、『 ン ッ ・ ン ルテール
伝』における人物 の を し、 ン ッ 及び を つめるラフ イ ッ 人の
しがいかなるものであったかを考 する。 
 
 『 ン ッ ・ ン ルテール伝』の と執筆時期 
この 物はラフ イ ッ 人の 後、1720 年に ラン で めて された。これは、17
の 本をより やすく、史 をより に伝 るもの と一 修 を たものだった6。本論
考で う 2014 年 の イ ー は、 本 8 のうち 在参 な も い Nîmes を
な り忠 に したものである。それ 、 や 名 の 用という筆 の もそのままに、
                                                         
1 薬学部 4  
2 『 ン ン 公 人』は 名で『 イー 』はス の名で生前に、また『 ン
人』は 名で没後 されたが、 在ではいずれもラフ イ ッ 人の とされている。 
3 ば、 ーはラフ イ ッ 人について「 も あ れる、 も いフランス語を
くフランス 」と ている。 Œ uvres C omplè tes ,  é d. C amille E smein-S arraz in,  Paris,  Gallimard,  
« Bib liothè q ue de la Plé iade» ,  2014,  p.X I I . 日本語 での 用は による。 
4 I bid. ,  pp.713-775. この 集には『 ン ッ ・ ン ルテールの の記録』という で収録
されているが、本論考では生前の記録にも することから の を 用した。 
5 I bid. ,  p.989. ここで「記録」と したのは M é moire という 語である。 による 的な
録を指す だが、 的 が の によって けされるという点で、 史的記録と小説
の 的 にある。ここでラフ イ ッ 人は、 的 の記 という を 調している
と考 られることから、「記録」とした。 
6 I bid. ,  pp.1391-1401. 
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的記 の に 筆 が 1 人 で する や、2 人 を することで の 感を
する な 、ラフ イ ッ 人の 的な 点が に れる。 
けはされていないが、 から 4 つの に けられる。1 つ は、ごく い 文で、ラフ
イ ッ 人が記録を くことになった 情が かれている。2 つ は、 の だった人物た
ちの人物 とルイ 14 の の記 、3 つ が ン ッ ・ ン ルテールの 経 とそれ
に する の記 で、この 2 つの で約 8 を める。4 つ の 後の は、 ン ッ
・ ン ルテールの の数時 に する だが な記録である。 
これら 4 つの の執筆時期について、 文を かりに しておきたい。執筆の時期と
は人物 の描 に するからである。 
文は、 ン ッ の が の 後にフランスに して した イ 修 での、修
ン ックとの 情の記 から まる。ラフ イ ッ 人は、 ン ックが義 に
あたるため、「よくこの修 を訪れ、そこで若いイン ラン の を かけ、 の と人
の さに され」7たのである。するとす 、「 まで に を せよくしてくださった」8との
文が き、これを いている 在、 ン ッ がすでに くなっていることが かされる。 ン
ッ が くなったのは 1670 年 6 月だが、この 文が かれているのはさらにもっと後のこと
である。「1669 年に が ン ール に った 、 は ン・クルーに 在し、今の ヴォ
公 人を した」9と かれており、1669 年生まれの が ヴォ 公と したのが 1684 年
であるから、この「今」は 1684 年 のはずである。 ン ッ の から少なくとも 14 年 上
経ってから、ラフ イ ッ 人はようやく 文を け たのである。 
第 2 及び第 3 の の執筆時期は 文の で に されている。「1664 年に ッ が
された」10 に、 ッ との を き めたら「 なお になるでし う。あなた
は くのが上 だから、 いてくださいな。記録の をたっ り提供しますから」11との ン
ッ の申し に、ラフ イ ッ 人が し伝記の執筆が まったのである。 ン ッ が
語った をラフ イ ッ 人が き こし せるというやり で められ、数年の
をはさ で、1669 年の ン・クルーでの ン ッ の 時に 開された。 
1670 年、イン ラン からの 後数日で ン ッ が の を たことが 文の 後
に記される。 の一 を けたラフ イ ッ 人は「あの す き は して
れないだろう。その が くなるのを て、 は感じられる りの し を わった」12ので
ある。さらに「 の に ち った は、その記録を ける にはなれないので、 が 人とな
った の を記すにと めた」13の一文から、 し のあまり生前の が のまま
され、第 の の記録が して かれたことがわかる。この はその や 感から、
                                                         
7 I bid. ,  p.716. 
8 I bid. ,  p.716. 
9 I bid. ,  p.716. 
10 I bid. ,  p.716. 
11 I bid. ,  p.716. 
12 I bid. ,  p.717. 
13 I bid. ,  p.717. 
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7 I bid. ,  p.716. 
8 I bid. ,  p.716. 
9 I bid. ,  p.716. 
10 I bid. ,  p.716. 
11 I bid. ,  p.716. 
12 I bid. ,  p.717. 
13 I bid. ,  p.717. 
1670 年の の 後に かれたとされている14。ここでの筆 は他の とは く なもので、「
人」としての な に しようという たる意 に られた文 となっている。 
上のように、4 つの からなる『 ン ッ ・ ン ルテール伝』は、まず 1664 年ごろと
1669 年に ン ッ の 生活に する第 2、第 3 の が ン ッ からの聞き きで
かれ、1670 年に ン ッ の に する第 4 の が かれ、1684 年 に第 1 の 文の
が け されたものということになる。ラフ イ ッ 人 の 点によって かれた第 1 と
第 4 の が ン ッ の生の記録を この が、文体も長さも いである を 物
として する を たしている。 
 
 人物 の  
に、ラフ イ ッ 人の 点が に れる人物 について する。 文の で「 を
ありのままに伝 ながら なものにならないように」15 したことに れられているが、ラ
フ イ ッ 人は のように を したのだろうか。 
ルイ 14 の で、 ン ッ ・ ン ルテールの となるフ ッ ・ ル ンの人物 は
的 に と を に した 的なものだ。まず、 は ではあったが、それは
「 というより、 に さわしい」16ものだったと かれ、 が のめかされる。
と過ごすことが いのは、 が だからではなく、 の を けらかすためである。
が す て しか せないため、 を すことはできない。「 しく、 で、 し
い」17という 意を す は、 に に して われている でもあり、 的な さの
を する。 に じ 力を いた、 が いフ ッ ・ ル ンの が
だ が けられる き で、 体に の調 が されている。 的な の
は けながらも、ラフ イ ッ 人のフ ッ ・ ル ン の しは で 的なもの
である。 
に、後に ン ッ の情人となる、 ッ の人物 を する。「この ンスの を
たせる は、 の な も こせなかった」18という、フ ッ ・ ル ンの
を のめかす文の 後に、お に りの一人として ッ が 及される。「 も し
く、 の若 で、人 に れ、 で、大 さと さを 、偉大さと 力にあ れて
いた。 点が い の と るまいの 々に れる さが少しばかり長 を らせていた。
それでも、 と を る は にいなかった」19と されている。フ ッ ・ ル ン
と 的に、 ッ には としての 力も わっている。しかしラフ イ ッ 人は、
「 」や「 」という 点を指 することも れてはいない。 ッ がやがて か
ら されることを知っているラフ イ ッ 人が、その を人 的 点に ていることが
                                                         
14 I bid. ,  p.1376. 
15 I bid. ,  p.716. 
16 I bid. ,  p.720. 
17 I bid. ,  p.720. 
18 I bid. ,  p.729. 





に する人物 を ておきたい。ルイ 14 の 人だった ー・ ン ーニは、 きで
後に ら 録を く 文学的 のあった人物だと われているが、ラフ イ ッ 人の
は く い。「 ン ーニ は とは く、人 に の 力もないう 、たいそうな
はあってもそれは 力的というよりも、大 で なで しく で、およそ に っているとは
なかった」20という な をしている。 的 を された 語を ン文
化 ちのラフ イ ッ 人の 点からは、 ー・ ン ーニの「 」には け れがたい
さがあったのだ。ルイ 14 との を き かれた ー・ ン ーニが、ス イン
ー・テ ー との に して しい りを く も描かれる。 ー・ ン ーニの 情に
して、ラフ イ ッ 人の しは ややかなものだ。「時 と、 在と理 がついに の
いを れさせた。（ ） は じ 情を に くことはもうなかった」21という な文 に
は、 ー・ ン ーニの 情を 化する、ラフ イ ッ 人 の めた が れてい
る。一 で、 ー・テ ー は 人でないとしながらも、「 がやさしく やか」22な人 で
あり、「 的なたくら な いもつかない」23 さでルイ 14 を たすら し、 に
る人物として描かれる。この 2 人の 的な人物 から、ラフ イ ッ 人が、あからさまな感
情の に 的で、 かな を していることがわかる。 
ルイ 14 のもう一人の 人、ラ・ヴ ール については う かれているだろうか。 ン
ッ きの である は、「大 な 人で、とても てがやさしくう で、 は 」24
だと かれている。「 」という は、ルイ 14 との を し せないのは「 な 力」
25の ち だからだとする でも われており、ラ・ヴ ール の の をなすものと
考 られる。 の では「ラ・ヴ ール は、これ の を けていれば他の なら
に れられる を得るに る を ち わせておらず、ただ に され を することしか
考 ていなかった」26と かれる。「 」は「 」の なのである。またここで指 されてい
る 情の さが、 の 人の座を う ン 人たちの を き、ルイ 14 の に
する と につながっていく。 や け きが 巻く において、 を 用する
を たない は、 では な存在である。史 によれば、ラ・ヴ ール は 30 で ら
を り修 に する。ラフ イ ッ 人は、ラ・ヴ ール の を に
しながら、 における の を していったのではないだろうか。この めた し
は『ク ーヴの 』の にも れるものである。 
 上、 くの人物 の からいくつかを り上げたが、「 」と「 」がラフ イ ッ 人
の重要な となっている。「 」という は、 力、 力、 力な を く
                                                         
20 I bid. ,  p.723. 
21 I bid. ,  p.724-425. 
22 I bid. ,  p.718. 
23 I bid. ,  p.720. 
24 I bid. ,  p.733. 
25 I bid. ,  p.739. 
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20 I bid. ,  p.723. 
21 I bid. ,  p.724-425. 
22 I bid. ,  p.718. 
23 I bid. ,  p.720. 
24 I bid. ,  p.733. 
25 I bid. ,  p.739. 
26 I bid. ,  p.744. 
指している。 の は、 のない や しい感情の といった「 」からの
に けられる。また、 ー・テ ー やラ・ヴ ール の のように、 情の さに
する 的な しも、ラフ イ ッ 人の となっている。 
 
 ン ッ ・ ン ルテールの人物 とその  
さて、この 物の である ン ッ ・ ン ルテールは のように描かれているだろうか。 
文で したように、 ン ッ には 少の から「 と人 の さ」が わり、
の も す き だったと、ラフ イ ッ 人は していた。ここでは、経 を記録した
第 2、第 3 の を しく し、その人物 を っていく。 
フ ッ ・ ル ンとの が提 されたのは ン ッ に「 まれな 力があり、
が大 に っていた」27からだという。 ン ッ には「 よりも人に かれる のものが
あり、 と 力といったものが人 、 るまい、 にあ れ、これ しく にも に
も される はいなかった」28と している。 によってフランス に れたとた 、「そ
の 力、 しさ、 に かない はいなかった。（ ） のことばかりが に上るよう
になり、だれもが に した」29と き、人物 の である「 」と「 」を理 的に
体 した として描いている。この人 の 化は 後まで わらない。ラフ イ ッ 人の
は ン ッ の過ちも さないが、人 的本 の は ない。これは、この記録が
ン ッ との 執筆であるための の であるだけでなく、筆記 ラフ イ ッ 人
がいかに を高く し、その を ろうとしていたかの れだと るだろう。 
に、 ン ッ に しても なく けられる、ラフ イ ッ 人の めた につい
て ていこう。 ばルイ 14 との な について、「義理の として に ってもらいたい
と は考 ていたが、 った意 でのお に りになっていたと は うし、義理の としてだ
け していると考 ていたが、 のところはおそらくもう少し い 情を感じていたと は う」
30と き、「 は う」という 1 人 を り して、 の を している。 ン ッ
が していない 感情をラフ イ ッ 人は く いていたのである。この と 的
に、 ン ッ の では義理の と という を しておらず、 ン ッ の本
的な さを していることにも 意したい。 ン ッ の「人 の さ」の記 を こう
とする の一 がここにも れている。 
ッ との に しても、ラフ イ ッ 人が の を た がいくつ
かある。 ッ の誘 を け れる について「よく考 もせずにお びだと け めて
いた。 より の うがよくわかっていた。」31と かれている。 に ける に る
ン ッ の さを指 しているのはラフ イ ッ 人である。また、 ッ との
が まり義 や の 感が まっていく 、「 に して、また ッ に してさ もする
                                                         
27 I bid. ,  p.727. 
28 I bid. ,  p.727. 
29 I bid. ,  p.730. 
30 I bid. ,  p.732. 




き くのことを ご がなさらない」32という一文では、 ン ッ の周 の の
が の一 だと している。さらにはっきりと ン ッ の さを指 しているのが、
「 は大 若く、経 によって若さ の過ちをさらに やしてしまった」33という文であ
る。ラフ イ ッ 人の によれば、 ッ との は「若さ の過ち」である。
の では、 ッ との について ン ッ は「 のことを く考 ず、小説じ た
お けだと考 ていた」34とし、 ッ を して び ませたりする けを し
ン ッ について、 な 感情はなかったと している。このように、ラフ イ ッ
人は ン ッ の さや さに する らの を り し させる。これがか って
ッ との における ン ッ の さを たせることにつながっている。若さ
に小説の のような に に じていただけであり、 な にのめりこ だ
のではないことが 調される。 ン ッ の人 をあくまで しようとするラフ イ ッ
人の意図がその にも れていると るだろう。 
ン ッ をめ るもう一人の重要人物、ヴ ル との が ン ッ の人 的 長
に大きな を たした、とラフ イ ッ 人は ている。「 を したヴ ル の だく
」35に される で、 りや といった感情も経 する ン ッ は、小説的な に
の な人 から、 を う した と していく。その を する が、こ
の記録の前 では われなかった「 」という である。ヴ ル のたくら に れられ
た ッ には「 を知ってもらいたいし、 られ、 も れられない にはめられた
は、 の な 化も まない」36という考 を つようになる。 ッ に す
る、「 だけが ってくれるのだから、ありのままを に する」37ようにとの助 の、「
」と「 」という こそ ン ッ がた り いた であり、 のない に しめ
られないためには、 かけに わされず、 された を めなくてはならないことに いた
のである。「 に を語ることでこの から した」38という文には、 ン ッ の を要
約するラフ イ ッ 人の が く。 ン ッ はもはや「 なものが に る年ごろ
ではない」39と する。 き としにかかるヴ ル に して る とした態 や、
を る ッ との な の 意を記録するラフ イ ッ 人は、 した人 として
の 力が ン ッ に 生 たことを高く しているのである。 
このような ン ッ の 年の は、 文に かれたラフ イ ッ 人の義 、 ン
ックと する。 はルイ 13 の求 を として し修 になった。情 の として
に されることを して を こうとした として、 ン ックの は 年の
ン ッ と きあう。 や し 、 や に ちた では、 人が に の
                                                         
32 I bid. ,  p.735.「 ッ 」とは 、「 」とはその を指す 時の 用 。 
33 I bid. ,  p.738. 
34 I bid. ,  p.741. 
35 I bid. ,  p.762. 
36 I bid. ,  p.761. 
37 I bid. ,  p.764. 
38 I bid. ,  p.762. 
39 I bid. ,  p.765. 
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き くのことを ご がなさらない」32という一文では、 ン ッ の周 の の
が の一 だと している。さらにはっきりと ン ッ の さを指 しているのが、
「 は大 若く、経 によって若さ の過ちをさらに やしてしまった」33という文であ
る。ラフ イ ッ 人の によれば、 ッ との は「若さ の過ち」である。
の では、 ッ との について ン ッ は「 のことを く考 ず、小説じ た
お けだと考 ていた」34とし、 ッ を して び ませたりする けを し
ン ッ について、 な 感情はなかったと している。このように、ラフ イ ッ
人は ン ッ の さや さに する らの を り し させる。これがか って
ッ との における ン ッ の さを たせることにつながっている。若さ
に小説の のような に に じていただけであり、 な にのめりこ だ
のではないことが 調される。 ン ッ の人 をあくまで しようとするラフ イ ッ
人の意図がその にも れていると るだろう。 
ン ッ をめ るもう一人の重要人物、ヴ ル との が ン ッ の人 的 長
に大きな を たした、とラフ イ ッ 人は ている。「 を したヴ ル の だく
」35に される で、 りや といった感情も経 する ン ッ は、小説的な に
の な人 から、 を う した と していく。その を する が、こ
の記録の前 では われなかった「 」という である。ヴ ル のたくら に れられ
た ッ には「 を知ってもらいたいし、 られ、 も れられない にはめられた
は、 の な 化も まない」36という考 を つようになる。 ッ に す
る、「 だけが ってくれるのだから、ありのままを に する」37ようにとの助 の、「
」と「 」という こそ ン ッ がた り いた であり、 のない に しめ
られないためには、 かけに わされず、 された を めなくてはならないことに いた
のである。「 に を語ることでこの から した」38という文には、 ン ッ の を要
約するラフ イ ッ 人の が く。 ン ッ はもはや「 なものが に る年ごろ
ではない」39と する。 き としにかかるヴ ル に して る とした態 や、
を る ッ との な の 意を記録するラフ イ ッ 人は、 した人 として
の 力が ン ッ に 生 たことを高く しているのである。 
このような ン ッ の 年の は、 文に かれたラフ イ ッ 人の義 、 ン
ックと する。 はルイ 13 の求 を として し修 になった。情 の として
に されることを して を こうとした として、 ン ックの は 年の
ン ッ と きあう。 や し 、 や に ちた では、 人が に の
                                                         
32 I bid. ,  p.735.「 ッ 」とは 、「 」とはその を指す 時の 用 。 
33 I bid. ,  p.738. 
34 I bid. ,  p.741. 
35 I bid. ,  p.762. 
36 I bid. ,  p.761. 
37 I bid. ,  p.764. 
38 I bid. ,  p.762. 
39 I bid. ,  p.765. 
にさらされ、情報と感情の の に られると、 の に巻き まれ を う。そ
の で 体を していこうとした たちに、ラフ イ ッ 人は 意の しを けている
のである。 
  
 ン ッ ・ ン ルテールの  
後の は、 ン ッ の の の な記 であり、この 物の だけでなく、ラフ
イ ッ 人の 説 体の でも 彩を っている。「 に ちた調 で、ああおなかが い
できない と って っ になったかと うと、す っ になり、 いた」40というように、
一 と が 化する した と、筆 や周 の と が に記録される。「 は
び け、 していた」41といった 体に する 的な記 は、小説においては に して
的にしか描かないラフ イ ッ 人においてきわめて 的なことだ。 
一 で、 ン ッ の人 の高 さを 的に しようとする は わらない。これまで
してきた ン ッ の 力を させる。26 という若さや が、イン ラン との
という 的大 を たした 感と まって、 前にもまして「 力とやさしさ」42が
わるようになったと かれる。 には「 の き しか聞こ なかった」43 周 が し
が かれ、 に される人物として ン ッ が描かれている44。 
史 によれば、このころ、 ン ッ と フ ッ ・ ル ンの は 化していたが、
この点には く れるにと め、 ン ッ の生活は「 も ちの い 態」45だったとして
いる。これは、 の が、 や といった を く たないものであることを 調す
る意図の れと考 られる46。ラフ イ ッ 人の小説である『 ン ン 人』や『
ン 人』における インの は、 らの に する として描かれている。 ン
ッ の についてラフ イ ッ 人は、これらの とは く のものとして描こうとしている
のである。 ン ッ の は、 の も たない、 に 的な として提 されている。
を られたという ン ッ の も「 った い 」47として けられる。 ン ッ
の は、 にも にも く に生 した、 の である、という点に 点が
かれている。 
                                                         
40 I bid. ,  p.767. 
41 I bid. ,  pp.767-768. 
42 I bid. ,  p.765. 
43 I bid. ,  p.768. 
44 ン ン の 録では、「少なくとも がそばにいるときは、 き めた」「 で
おし りしたり、 たり ったり、 っている もいた」と な調 で かれ、周 がそれ
を けていない が記録されている。 M é moires de la G rande M ademoiselle ,  É dition pré senté e 
et annoté e par Bernard Q uilliet,  M erc ure de F ranc e,  2005,  p.295. 
45 Œuvres C omplè tes,  op. cit. ,  p.766. 
46 ン ン の 録では、 ン ッ が がちであったとされ、その が く 期せ
ものとして かれてはいない、との指 もある。Lise C harles,  « U ne morte hab illé e,  à  q ui l’ on aurait 
mis du rouge. La mort de la princ esse d’ A ngleterre rac onté e par M me de Lafayette et M lle de M ontpensier» ,  
dans L itté rature C lassiq ue ,  2012/2 (N o78),  pp.127-142. 




ン ッ は、このような に う したと かれているだろうか。 々と が 化
する 、 しい に し ン ッ は「 で も い人 だと う」48と 、また
「もはや生きることではなく、 く に ることの 考 ていた」49と し、 ン
ッ の「 さ」が 筆される。さらに、 りくる らの を「他人 であるかのように」50とら
る、 ン ッ の理 を わない態 も 及される。もはやできる がないことは より
がわかっていると にする ン ッ は、「他人 を しているかのように ち いた、 や
かな 」51だったという。 の 、周 に をかける にも、「 く やさしい調 」52や「
ち前の しさ」53が われることなく、 かに を る。 った を前にして、
と に を せるのではなく、理 的に をとら かに しようとする ン ッ の態
の 高さが り し記 される。その後に く 後の文は「 が数 けいれ した後、 け の
2 時 に くなったが、それは が くなり めて 9 時 後のことだった」という、 的
を く した の を伝 るものである。26 という若さでの 期せ に して、 後まで
を わず やかに を け れた ン ッ の 期を な で すまいとする、記録
としてのラフ イ ッ 人の、 よりも「 す き 」 の 意の れではないだろうか。 
 
おわりに 
上、ラフ イ ッ 人の人物 と しについてその を した。ラフ イ ッ 人
は、 力や 力によって を求める 力としての「 」と、 ある を つ「 」
という 点から人物 を に していた。 的な の ではなく、 された の きを
したところにラフ イ ッ 人ならではの がある。 ン ッ ・ ン ルテールに
しても、ラフ イ ッ 人はその 点と さ、さらに の を じく な しで つ
めていた。 ン ッ の要 で まったこの伝記は、ラフ イ ッ 人の 的 点が わる
ことで、 ン ッ の 長の記録となったのである。 の い の記録にも、 ン ッ
の の における 的な 高さ の が に れ、その の で ン ッ の 長
物語が する。 
ラフ イ ッ 人は『ク ーヴの 』は「記録」だと したが、この『 ン ッ ・ ン
ルテール伝』という記録が『ク ーヴの 』の デルだったとまでは できないにしても、
いくつかの 点は らかだ。 に人物を し する し、 がら の の描 、
的な といった は、ラフ イ ッ 人の小説と するものである。 した 力、
の 求、若年での高 な という ン ッ の人物 も、『ク ーヴの 』の インと重
なってくる。 ン ッ の記 がやがて、『ク ーヴの 』において に生き けることにな
る、と うことはできそうである。 
                                                         
48 I bid. ,  p.767. 
49 I bid. ,  p.769. 
50 I bid. ,  p.769. 
51 I bid. ,  p.770. 
52 I bid. ,  p.774.  
53 I bid. ,  p.775. 
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